
皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

南平笠太鼓愛好会
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◎結成何年目ですか？
　昭和30年代に発足しました。人材不足により活
動を休止した年もありましたが、活動期間約60年
と歴史ある団体です。
　活動を休止した時には、伝統ある盆踊りを絶や
したくないとの思いで、２人から人集めを始め、
今のメンバー（太鼓12人、踊り手６人）を確保する
までに至りました。もちろん、純粋に自分たちが

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

上の祭りに呼んでいただきました。
◎活動の魅力は？
　太鼓を叩く前に、鳴りの要である締め方を行い、
響かせたときの高揚感は魅力です。また、重い太
鼓を担ぎ、踊り手と一体となった輪には、いつで
も気持ちいい汗が流れます。昔から先祖供養のた
めに行われていた盆踊りは、当時の楽しい雰囲気
を思い起こさせ、地域のつながりを今でも感じさ
せてくれます。時代は変われど、雰囲気そのまま
に人の輪を広げてくれるものだと思っています。
◎今後の目標は？
　伝統を受け継ぎ、存続していくことが目標です。
そのためには、若い世代への引き継ぎ、唄い手や
踊り手の確保に努めていきます。興味のある人は
ご連絡ください。また「自分たちの祭りやイベント
に来てほしい」など、依頼も受け付けていますの
で、ぜひご相談ください。
■問い合わせ先　代表・福士博之（☎090-4638-
3777）

メンバー18人（10月1日現在）
代表者：福士 博之さん＝南平笠＝

大きな太鼓で盆踊りを盛り上げ
ます（９月17日、環

か ん ぎ ょ

御祭例大祭）

仲間と楽しみたいとの気持ちもありましたが。
◎活動の内容は？
　老人ホームなど
の介護施設や各地
区の夏祭りで活動
しています。
　今年も市内で開
催された10カ所以

地
域
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お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

秋
に
な
り
、
岩
手
山
や
周

辺
の
山
々
の
紅
葉
が
始

ま
り
ま
し
た
。
９
月
２４
日
、
私

は
県
民
の
森
が
主
催
す
る「
き

の
こ
教
室
」に
参
加
し
ま
し
た
。

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
県
民
の

森
の
野
山
を
散
策
し
、
採
集
し

た
キ
ノ
コ
が「
食
用
」か「
毒

性
」か
を
判
別
す
る
勉
強
会

で
、
毎
年
大
人
気
で
す
。
応
募

は
満
員
で
、
子
ど
も
か
ら
ご
年

配
の
人
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

講
師
か
ら
、キ
ノ
コ
の
生
え

そ
う
な
場
所
を
教
わ
り
、

一
生
懸
命
に
探
し
ま
す
が
私
に

は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
野
山

に
は
キ
ノ
コ
の
他
に
も
、
ド
ン

グ
リ
や
ト
チ
の
実
、
山
ブ
ド
ウ

を
発
見
し
、
む
し
ろ
私
は
そ
ち

ら
の
方
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
熊
の
好
物
で
あ
る
ヤ
マ

今月の担当
玉木 陽子 さん

森
林
ふ
れ
あ
い
学
習
館

フ
ォ
レ
ス
ト
ｉア
イ

に
戻
っ

て
、
参
加
者
が
採
集
し
た
キ
ノ

コ
の
鑑
定
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
机
に
キ
ノ
コ
を
並
べ
、
講

師
が
選
別
し
ま
す
。
私
が
採
集

し
た
キ
ノ
コ
は
残
念
な
が
ら

「
毒
性
」ば
か
り
で
し
た
が
、森

林
に
囲
ま
れ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
を
浴
び
た
喜
び
と
、
実
り
の

秋
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
満
足
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

温
泉
郷
に
住
む
私
に
と
っ

て
、
す
ぐ
そ
ば
の
野
山
が
、
ま

る
で
宝
の
山
の
よ
う
で
、
改
め

て
八
幡
平
市
の
良
さ
を
感
じ

た
の
で
し
た
。

ヤマボウシの実

ボ
ウ
シ
の
実
を
食
べ
て
み
る

と
、
甘
く
て
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味

が
し
て
、新
し
い
発
見
で
し
た
。
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